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医
療
契
約
の
法
的
性
質

八
八
　
　
（
九
六
〇
）

医

療
契
約
の
法
的
性

－
歯
科
医
療
契
約
を
中
心
に
ー

質

河

原

格

一
　
初
め
に

二
　
西
ド
イ
ツ
で
の
判
例
及
び
学
説

　
①
判
決
例

　
③
学
説

三
　
結
　
　
　
語

一
　
初
め

に

　
医
療
契
約
の
法
的
性
質
に
っ
い
て
は
、
日
本
で
は
準
委
任
契
約
説
が
通
説
で

　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
る
が
、
こ
の
準
委
任
契
約
説
を
採
る
こ
と
に
は
次
の
理
由
か
ら
疑
間
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ω
代
診
の
慣
習
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
、
＠
萎
任
事
務
処
理
の
報
告
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
（
六
四
五
。
本
節
及
び
第
三
節
に
お
い
て
は
特
別
の
断
り
の

な
い
限
り
日
本
民
法
の
規
定
を
指
す
）
、
こ
の
義
務
は
医
療
行
為
の
場
合
、
議
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

余
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
の
医
療
契
約
は
委
任
契
約
に
つ
い
て
規
定
さ
れ

て
い
る
終
了
原
因
（
患
者
又
は
医
師
の
破
産
、
医
師
の
禁
治
産
、
準
禁
治
産
、
但
し
準

禁
治
産
に
つ
い
て
は
医
師
法
三
、
七
に
よ
る
）
に
よ
つ
て
終
了
す
る
（
六
五
三
）
と
す

る
の
は
常
識
に
反
す
る
。
ま
た
⑨
医
師
に
は
応
招
義
務
が
あ
る
た
め
　
（
医
師
法

一
九
1
）
、
正
当
な
事
情
が
な
い
限
り
、
医
師
か
ら
医
療
契
約
の
告
知
は
で
き

な
い
（
六
五
一
1
）
。
㈹
医
師
は
慣
習
又
は
特
約
に
よ
り
患
者
に
対
し
報
酬
請
求

権
を
有
す
る
た
め
、
有
償
準
委
任
と
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
初
め



よ
り
典
型
的
な
有
償
契
約
に
あ
て
は
め
て
医
療
契
約
を
考
え
る
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

　
以
上
の
疑
問
点
よ
り
治
療
行
為
を
求
め
る
医
療
契
約
の
法
的
性
質
を
準
委
任

契
約
と
解
す
る
立
場
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
一
方
、
手
術
等
の
あ
る
種
の
医
療
行
為
に
つ
い
て
は
請
負
で
あ
る
と
い
う
見

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
請
負
と
い
う
概
念
を
用
い
た
理
由
は
お
そ
ら

く
「
結
果
」
（
六
…
一
）
概
念
が
請
負
に
あ
り
、
請
負
契
約
と
同
じ
く
、
労
務

の
提
供
、
事
務
処
理
を
契
約
内
容
と
す
る
雇
傭
契
約
・
委
任
契
約
に
は
こ
の

「
結
果
」
概
念
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
手
術
の
場
合
に
は
結
果
す
な
わ
ち

治
癒
ま
た
は
快
方
に
向
う
ま
で
の
責
任
負
担
が
契
約
に
含
ま
れ
る
か
否
か
の
理

解
の
相
違
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
請
負
契
約
と
い
う
考
え
方
が
生
じ
た
の
で
あ

（
6
）

る
。

　
し
か
し
後
に
見
る
如
く
、
請
負
契
約
と
特
に
雇
傭
契
約
と
を
区
別
す
る
メ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
結
果
概
念
は
多
義
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
を
区
別
の
基
準
と
す
る
こ
と
は
妥
当
性
に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
通
説
と
同
様
、
判
例
も
下
級
審
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
「
（
診
療
契
約
）
の

内
容
が
現
代
医
学
の
知
識
、
技
術
を
駆
使
し
て
、
可
及
的
速
や
か
に
…
…
疾
病

の
原
因
な
い
し
病
名
を
適
確
に
診
断
し
た
う
え
適
宜
の
治
療
行
為
と
い
う
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

処
理
を
目
的
と
す
る
準
委
任
契
約
で
あ
」
る
、
又
は
「
そ
の
治
療
を
内
容
と
す

る
準
委
任
契
約
が
成
立
し
た
の
で
、
　
（
医
師
）
は
右
債
務
の
本
旨
に
従
い
善
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
を
も
つ
て
そ
の
債
務
を
履
行
す
べ
き
義
務
が
あ
る
」

と
す
る
よ
う
に
、
準
委
任
契
約
と
解
す
る
も
の
が
多
い
。

　
　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

　
こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
西
ド
イ
ツ
で
は
雇
傭
契
約
を
日
本
で
考
え
る
如
く
、
労

務
者
に
は
従
属
性
が
あ
り
、
独
立
性
が
な
い
と
す
る
考
え
方
ば
か
り
で
な
く
、

独
立
性
・
非
従
属
性
を
も
つ
契
約
と
す
る
考
え
方
が
存
す
る
結
果
、
委
任
契
約

説
は
存
在
せ
ず
（
無
償
契
約
で
あ
る
た
め
）
、
雇
傭
契
約
説
、
請
負
契
約
説
、
折
衷

説
の
三
説
が
報
酬
請
求
権
の
発
生
の
有
無
を
め
ぐ
る
問
題
で
対
立
し
て
い
る
。

雇
傭
契
約
、
請
負
契
約
の
双
方
は
労
務
の
提
供
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
請
負
契
約
で
は
労
務
の
提
供
で
あ
る
治
療
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
注
文

老
に
対
す
る
最
終
的
な
結
果
（
全
治
）
が
請
負
人
の
債
務
の
目
的
と
さ
れ
る
。

一
方
、
雇
傭
契
約
の
場
合
で
も
、
労
働
時
間
内
働
く
こ
と
が
主
目
的
な
だ
け
で

な
く
、
結
果
の
惹
起
を
目
的
と
し
た
合
目
的
的
な
労
務
の
提
供
も
視
野
に
入
つ

て
く
る
と
さ
れ
る
。

　
B
G
B
で
の
請
負
契
約
と
雇
傭
契
約
と
の
区
別
の
基
本
は
、
前
者
で
は
労
務

提
供
の
結
果
が
債
務
の
目
的
と
さ
れ
、
後
者
は
労
務
の
提
供
そ
の
も
の
が
給
付

の
目
的
と
な
る
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
実
際
面
で
は
上
記
の
理
論
的

区
別
も
疑
問
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
結
果
す
な
わ
ち
治
癒
と
狭
く
解

す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
請
負
契
約
ば
か
り
で
な
く
、
雇
傭
契
約
に
お
い

て
も
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
患
者
を
治
癒
さ
せ
る
こ
と
が
医
師

の
責
務
で
は
な
く
、
治
癒
と
い
う
目
的
に
か
な
つ
た
適
切
な
労
務
の
提
供
が
医

師
の
責
務
で
あ
り
、
そ
れ
が
雇
傭
契
約
上
の
債
務
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
労
務
者
も
こ
う
し
た
債
務
を
負
つ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、

結
果
概
念
に
の
み
請
負
契
約
と
雇
傭
契
約
の
区
別
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
現
実
問
題
と
し
て
医
師
に
と
つ
て
は
雇
傭
契
約
の
方
が
請
負
契
約
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
（
九
六
一
）



　
　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

も
報
酬
請
求
権
か
認
め
ら
れ
や
す
く
（
後
述
の
如
く
）
、
そ
れ
だ
け
医
師
に
と
つ

て
有
利
で
あ
り
、
日
本
で
の
通
説
で
あ
る
準
委
任
契
約
に
よ
る
よ
り
も
ま
た
有

利
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
西
ド
イ
ツ
で
現
実
に
は
専
ら
報
酬
請
求
権
の
有
無
を
争
う

事
件
の
中
で
問
わ
れ
、
学
説
も
少
な
か
ら
ず
論
じ
て
い
る
歯
科
の
広
い
意
味
で

の
医
療
契
約
（
歯
科
補
綴
行
為
と
し
て
の
特
に
義
歯
の
製
造
及
び
装
着
行
為
を
内
容
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

す
る
）
の
法
的
性
質
を
取
り
上
げ
、
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
歯
科
医
の
医
療

契
約
の
法
的
性
質
の
問
題
の
解
決
は
、
報
酬
請
求
権
の
発
生
要
件
の
み
に
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

わ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
第
三
節
結
語
参
照
）
、
西

ド
イ
ツ
で
の
判
決
例
及
び
学
説
の
紹
介
を
通
じ
て
、
雇
傭
契
約
そ
の
も
の
に
対

す
る
日
本
と
西
ド
イ
ツ
で
の
考
え
方
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
、
雇
傭
契
約
に
対

す
る
考
え
方
を
検
討
し
直
す
必
要
性
の
あ
る
こ
と
も
本
稿
の
ね
ら
い
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
1
）
加
藤
一
郎
・
注
釈
民
法
㈲
一
四
八
頁
、
我
妻
栄
・
民
法
講
義
V
五
四
九
頁
、
門

　
　
脇
稔
・
医
療
過
誤
民
事
責
任
論
一
七
頁
、
一
六
八
頁
以
下
等
。

　
（
2
）
　
定
塚
孝
司
・
実
務
法
律
大
系
5
医
療
過
誤
・
国
家
賠
償
九
頁
以
下
参
照
。

　
（
3
）
受
任
者
は
原
則
と
し
て
自
ら
事
務
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
委
任
者
の
許

　
　
可
が
あ
る
場
合
又
は
や
む
を
え
な
い
場
合
以
外
は
こ
れ
を
他
人
に
委
せ
て
は
な
ら
な

　
　
い
。
受
任
者
に
は
復
代
理
と
同
｝
の
要
件
・
責
任
の
も
と
に
復
委
任
が
認
め
ら
れ
て

　
　
い
る
が
（
我
妻
前
掲
六
七
三
頁
）
、
こ
れ
を
ど
う
解
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。

　
（
4
）
　
札
幌
地
裁
判
決
昭
和
五
三
年
四
月
一
八
日
判
例
時
報
九
一
六
号
六
五
頁
は
報
告

　
　
義
務
の
内
容
は
医
師
の
自
由
裁
量
に
委
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　
（
5
）
　
加
藤
一
郎
・
不
法
行
為
法
の
研
究
五
頁
。

　
（
6
）
問
ω
ω
o
き
ン
ω
畠
巨
身
9
拝
u
ω
Φ
の
o
鼠
R
輿
↓
o
鉾
o
。
●
＞
珪
一
．
（
一
〇
8
y

　ω

。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

説
、

九
〇
　
　
（
九
六
二
）

通
説
及
び
破
穀
院
は
特
殊
の
契
約
説
を
採
つ
て
い
る
。

　論ずる

予
定
で
あ
る
。

（
n
）
　
日
本
で
報
酬
請
求
権
の
有
無
の
間
題
と
し
て
判
例
上
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
は

　
岡
山
地
裁
判
決
昭
和
四
五
年
三
月
一
八
日
判
例
時
報
六
コ
ニ
号
四
二
頁
ぐ
ら
い
で
少

　
な
い
が
、
今
後
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
と
同
様
増
加
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
思
わ

　
れ
る
。

一
お
●国

ω
の
Φ
き
帥
●
m
●
O
こ
ω
●
一
合
．

旭
川
地
裁
判
決
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
五
日
判
例
時
報
六
…
二
号
五
二
頁
。

高
知
地
裁
判
決
昭
和
五
一
年
四
月
一
九
日
判
例
時
報
八
三
四
号
九
二
頁
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
委
任
契
約

請
負
契
約
説
、
雇
傭
契
約
説
、
特
殊
の
ω
岳
咬
9
忠
ぴ
契
約
説
と
い
う
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
新
た
に

二
　
西
ド
イ
ツ
で
の
判
例
及
び
学
説

　
西
ド
イ
ツ
で
は
以
前
よ
り
歯
科
医
に
よ
る
義
歯
等
の
医
療
契
約
の
法
的
性
質

に
つ
き
、
報
酬
請
求
権
の
有
無
と
の
か
か
わ
り
で
裁
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
、
そ
れ
ら
の
判
決
例
及
び
学
説
を
次
に
紹
介
す
る
。

1
　
判
決
例

　
⑥
　
　
請
負
契
約
説
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
判
決
例
を
第
一
に
掲
げ
る
。

　
　
ω
　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
（
即
O
N
・
鐸
ω
b
。
悼
）
事
実
関
係
は
不
詳
だ
が
、
義
歯
の
製
造
・

　
　
装
着
行
為
を
不
代
替
物
に
関
す
る
製
造
物
供
給
契
約
と
解
し
た
（
六
五
一
。
本
節
に

　
　
お
い
て
は
西
ド
イ
ッ
民
法
B
G
B
の
条
文
を
指
す
）
。
つ
ま
り
請
負
契
約
説
に
立
つ

　
　
判
決
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
㈹
　
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
ラ
ン
ト
裁
判
所
（
乞
『
ミ
一
〇
q
O
」
漣
）
事
案
は
義
歯
装
着
行

　
　
為
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
判
決
さ
れ
た
。
純
然
た
る
歯
科
医
の
活



動
と
義
歯
の
製
造
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
行
為
は
た
と
え
ば
義
歯
の
製

造
の
前
に
治
療
行
為
（
抜
歯
等
）
の
必
要
な
ご
と
く
互
い
に
重
な
り
合
う
も
の
で
あ

る
。
従
つ
て
純
然
た
る
歯
科
医
の
活
動
を
雇
傭
契
約
に
基
づ
き
、
義
歯
の
製
造
を
請

負
契
約
に
基
づ
く
と
す
る
一
種
の
折
衷
説
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

本
件
は
狭
義
の
治
療
行
為
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
義
歯
の
製
造
が
直
ち
に
開
始

さ
れ
た
こ
と
も
あ
つ
て
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る
。
だ
が
一
般
に
義
歯
の
製
造
の
場

合
に
は
義
歯
が
口
腔
や
あ
ご
の
状
態
に
相
応
し
て
製
造
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
目
的
を

満
た
し
、
十
分
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
義
歯
製
造
．
装
着
行
為

は
こ
う
し
た
目
的
を
持
た
さ
れ
る
内
容
な
の
で
あ
る
か
ら
、
雇
傭
契
約
で
は
な
く

て
、
請
負
契
約
と
解
さ
れ
る
。

鋤
　
ブ
レ
ー
メ
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
ン
区
裁
判
所
（
窯
U
幻
一
〇
①
9
占
0
2
惟
認
）
　
事
案

は
被
告
（
歯
科
医
）
の
製
造
し
た
ブ
リ
ッ
ジ
が
四
ヵ
月
余
り
後
に
ゆ
る
ん
だ
た
め
原

告
（
患
者
）
が
契
約
の
解
除
を
求
め
た
事
件
。
裁
判
所
は
患
者
と
歯
科
医
と
の
間
に

締
結
さ
れ
た
契
約
は
、
法
律
上
請
負
契
約
で
あ
る
と
し
た
。
契
約
の
内
容
は
ブ
リ
ヅ

ジ
の
製
造
と
患
者
の
口
腔
に
そ
れ
を
装
着
す
る
こ
と
で
あ
り
、
故
に
契
約
は
当
事
者

の
意
思
に
よ
れ
ば
一
定
の
結
果
国
鳳
o
蒔
、
つ
ま
り
歯
科
医
が
製
造
し
、
装
着
し
た
ブ

リ
ッ
ジ
が
患
者
の
口
腔
に
う
ま
く
装
着
さ
れ
、
長
く
保
持
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
目

的
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
単
に
医
師
の
行
為
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

裁
判
所
は
こ
の
点
に
請
負
契
約
で
あ
る
と
す
る
理
由
を
求
め
て
い
る
。
患
者
に
装
着

さ
れ
た
ブ
リ
ッ
ジ
が
鍛
疵
あ
る
も
の
で
、
日
常
の
使
用
に
さ
し
つ
か
え
る
な
ら
ば
、

患
者
は
、
第
六
三
四
条
第
一
項
第
三
文
に
よ
り
契
約
の
解
除
を
請
求
で
き
る
と
判

示
し
た
。

働
　
ク
レ
ー
フ
ェ
ル
ト
区
裁
判
所
（
2
｝
譲
一
8
S
窃
嵩
）
　
事
案
は
前
の
事
案
と

異
な
り
歯
科
医
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
形
成
外
科
の
専
門
医
（
原
告
）
が
患
者

　
（
被
告
）
に
靴
充
填
物
ω
3
ロ
ゴ
o
一
巳
”
騎
9
を
装
着
す
る
こ
と
を
頼
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
裁
判
所
は
契
約
内
容
の
中
心
を
労
働
の
結
果
の
発
生
、
つ
ま
り
靴
充
填
物
の

製
造
に
あ
る
と
し
て
、
契
約
内
容
に
従
い
、
原
告
が
給
付
す
る
場
合
に
は
充
填
物
の

医
療
契
約
の
法
的
性
質

給
付
と
製
造
、
つ
ま
り
請
負
契
約
の
意
味
で
の
製
造
物
と
労
働
の
結
果
と
が
重
要
で

あ
る
と
し
た
。
よ
つ
て
結
果
重
視
の
観
点
か
ら
請
負
契
約
と
解
さ
れ
る
が
、
本
件
で

は
被
告
が
靴
充
填
物
を
引
き
取
つ
て
い
な
い
の
で
、
支
払
期
限
が
到
来
せ
ず
、
原
告

は
支
払
わ
る
べ
き
報
酬
を
請
求
で
き
な
い
（
六
四
一
）
と
判
示
し
た
。

い∂

　
カ
ー
ル
ス
ル
ー
工
高
等
裁
判
所
（
2
岩
く
お
9
嵩
旨
）
事
案
は
原
告
（
妻
）

の
夫
に
歯
が
な
い
た
め
、
そ
の
補
充
と
し
て
種
々
の
ブ
リ
ッ
ジ
を
装
着
し
て
も
ら
う

こ
と
を
被
告
（
歯
科
医
）
に
依
頼
し
た
も
の
。
本
件
の
内
容
は
義
歯
補
綴
処
置
行
為

だ
が
、
歯
科
医
は
一
定
の
労
働
に
よ
る
結
果
を
発
生
さ
せ
る
義
務
、
つ
ま
り
義
歯
を

約
束
通
り
に
製
造
し
、
装
着
す
る
義
務
を
負
つ
て
い
る
た
め
、
歯
科
医
と
患
者
と
の

間
に
は
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
解
さ
れ
た
。
義
歯
補
綴
処
置
契
約
の
場
合
に
は

純
然
た
る
医
療
活
動
（
た
と
え
ば
ブ
リ
ッ
ジ
を
装
着
す
る
た
め
に
、
あ
ご
や
口
腔
を

調
整
す
る
行
為
等
）
と
義
歯
の
製
造
と
は
区
別
さ
れ
、
相
互
に
依
存
関
係
に
あ
る
。

　
咀
囑
で
き
る
よ
う
に
義
歯
を
あ
ご
や
口
腔
に
合
わ
せ
る
と
い
う
仕
事
は
、
第
六
一

一
条
及
び
第
六
二
七
条
の
意
味
で
の
治
療
行
為
（
高
級
な
職
務
）
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
義
歯
装
着
行
為
に
つ
い
て
請
負
契
約
と
す
る
こ
と
と
矛
盾
は
し
な
い
。
義
歯

補
綴
処
置
契
約
の
本
来
の
目
的
は
、
歯
の
咀
囑
能
力
を
回
復
さ
せ
る
よ
う
な
義
歯
を

製
造
す
る
こ
と
で
あ
り
、
歯
科
医
の
場
合
に
は
医
療
行
為
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
患
者
に
対
し
治
療
行
為
の
結
果
に
つ
い
て
義
務
・
責
務
を
負
う
の
で
あ
る
。
こ

の
患
者
の
要
求
す
る
歯
科
医
の
行
為
の
結
果
は
、
専
門
家
の
行
な
う
労
働
の
結
果
の

発
生
で
あ
り
、
義
歯
補
綴
処
置
契
約
の
本
質
は
、
専
門
家
に
よ
る
労
働
の
結
果
に
あ

り
、
前
段
階
の
準
備
的
な
治
療
行
為
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

　
以
上
の
請
負
契
約
説
に
対
し
、
義
歯
を
装
着
す
る
こ
と
は
困
難
な
作
業
で
あ
る
た

め
、
歯
科
医
に
結
果
を
保
証
さ
せ
る
の
は
正
当
で
な
い
と
い
う
反
論
も
あ
る
が
、
こ

の
反
論
は
本
質
か
ら
ず
れ
て
い
る
。
本
件
の
場
合
、
契
約
上
の
義
務
の
本
質
は
歯
科

医
に
履
行
行
為
と
し
て
適
切
な
暇
疵
な
き
義
歯
を
、
咀
囎
能
力
が
回
復
で
き
る
よ
う

に
装
着
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
点
に
あ
る
。
以
上
の
理
由
で
請
負
契
約
説
に
立
つ
も

の
で
あ
る
。

九
一

（
九
六
三
）



　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

　
　
㈲
　
ハ
ン
ブ
ル
ク
ラ
ン
ト
裁
判
所
（
竃
U
勾
一
8
0
』
置
Z
唇
＄
）
事
案
は
義
歯
補

　
　
綴
処
置
契
約
の
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
事
実
関
係
は
不
詳
。
雇
傭
契
約
説
に
よ
れ
ぽ
、

　
　
義
歯
補
綴
処
置
の
場
合
に
は
、
単
に
義
歯
を
装
着
す
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
、
し

　
　
か
し
一
般
に
義
歯
を
製
造
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
た
あ
咀
囑
能
力
回
復
と

　
　
い
う
よ
う
な
結
果
を
保
証
し
え
な
い
の
で
、
単
な
る
労
務
の
提
供
が
責
任
の
対
象
に

　
　
な
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
考
え
は
本
来
の
契
約
の
対
象
が
特
に
咀
囎
能
力
を
回
復
す

　
　
る
た
め
に
義
歯
を
製
造
す
る
こ
と
に
あ
る
、
つ
ま
り
重
要
な
点
は
一
定
の
結
果
が
責

　
　
任
の
対
象
に
な
る
の
で
あ
り
、
契
約
全
体
の
特
色
を
請
負
契
約
な
い
し
製
造
物
供
給

　
　
契
約
と
す
る
点
を
十
分
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
従
つ
て
契
約
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
結

　
　
果
か
ら
み
れ
ば
、
単
な
る
予
備
的
な
治
療
行
為
は
重
要
で
な
く
、
補
綴
処
置
を
内
容

　
　
と
す
る
契
約
は
請
負
契
約
で
あ
る
と
す
る
。

　
以
上
で
請
負
契
約
説
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
判
決
例
を
紹
介
し
た
わ
け
だ

が
、
請
負
契
約
説
は
準
備
的
な
治
療
行
為
よ
り
も
義
歯
を
製
造
し
、
そ
の
製
造

し
た
義
歯
を
口
腔
内
に
装
着
す
る
行
為
、
そ
の
行
為
の
結
果
た
る
咀
囎
能
力
を

回
復
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
契
約
全
体
の
内
容
を
み
、
そ
こ
か
ら
、
つ
ま
り
目

的
と
の
関
連
で
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
上
記
の
請
負
契
約
と
す
る
構
成
に
対
し
、
雇
傭
契
約
説
に
立
つ
と
、
ど

の
よ
う
に
義
歯
補
綴
処
置
行
為
の
全
体
が
構
成
さ
れ
る
か
を
み
る
こ
と
に
す

る
。

　
⑥
　
　
雇
傭
契
約
説
に
立
つ
判
決
例

　
　
ω
　
オ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
ラ
ン
ト
裁
判
所
（
2
｝
≦
一
〇
軍
o。
蜀
）
被
告
（
歯
科
医
）
が
原

　
　
告
（
患
者
）
に
上
あ
ご
、
下
あ
ご
の
両
あ
ご
用
の
義
歯
を
製
造
し
た
事
案
。
原
告
は

　
　
予
め
一
二
二
D
M
を
そ
の
仕
事
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
支
払
つ
た
。
だ
が
義
歯
製
造

　
　
後
ま
も
な
く
何
度
も
そ
の
義
歯
を
改
良
し
た
が
、
原
告
の
あ
ご
に
合
わ
な
か
つ
た
。

　
　
そ
の
た
め
、
原
告
は
義
歯
を
返
還
す
る
代
わ
り
に
二
〇
〇
D
M
の
返
還
を
要
求
し
た
。

九
二

（
九
六
四
）

そ
れ
に
対
し
被
告
は
あ
ご
の
状
態
が
不
都
合
な
場
合
、
治
療
の
結
果
の
成
否
は
患
者

の
忍
耐
と
協
力
に
か
か
つ
て
い
る
が
、
本
件
の
患
者
は
そ
の
ど
ち
ら
も
し
な
か
つ

た
と
主
張
し
た
。
だ
が
区
裁
判
所
は
被
告
を
請
負
契
約
の
趣
旨
に
従
い
敗
訴
さ
せ
、

本
判
決
も
被
告
か
ら
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
理
由
と
し
て
歯
科
医
の
活
動
は
純
然
た

る
治
療
行
為
で
あ
り
、
医
師
の
努
力
そ
の
も
の
が
中
心
に
な
つ
て
お
り
、
単
に
技
術

の
給
付
で
あ
る
義
歯
を
製
造
す
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
。
従
つ
て
歯
科
医
と
患
者

の
間
の
法
律
関
係
は
義
歯
の
製
造
の
場
合
に
は
雇
傭
契
約
と
考
え
ら
れ
る
。
患
者
の

あ
ご
に
正
確
に
合
い
、
し
か
も
機
能
を
果
た
す
義
歯
を
製
造
す
る
こ
と
は
非
常
に
困

難
な
仕
事
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
患
者
も
知
つ
て
い
る
。
従
つ
て
医
師
が
結
果
を
保

証
す
る
こ
と
が
原
則
と
考
え
る
の
は
真
の
利
益
状
況
を
考
慮
し
て
い
な
い
考
え
方
で

あ
る
。
被
告
の
治
療
を
こ
れ
以
上
受
け
な
い
と
い
う
拒
絶
は
第
六
二
七
条
に
い
う
、

理
由
な
く
有
効
に
な
し
う
る
雇
傭
契
約
の
解
除
に
当
る
。
ま
た
被
告
は
契
約
に
違
反

し
た
行
為
に
よ
り
原
告
に
解
除
原
因
を
与
え
、
解
除
に
よ
り
従
前
の
給
付
は
何
ら
原

告
に
と
つ
て
利
益
と
な
ら
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
報
酬
請
求
権
を
有

し
な
い
こ
と
に
な
る
（
六
二
八
－
二
文
）
と
し
て
被
告
敗
訴
。
本
判
決
は
雇
傭
契
約

と
解
す
れ
ば
、
給
付
さ
れ
た
労
務
に
応
じ
て
報
酬
請
求
権
が
発
生
す
る
の
が
通
例
で

あ
る
が
、
義
歯
製
造
に
毅
疵
が
あ
り
、
患
者
に
何
ら
利
益
が
な
い
場
合
に
は
医
師
に

報
酬
請
求
権
が
発
生
し
な
い
と
し
た
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

㈲
　
オ
ル
デ
ソ
ブ
ル
ク
ラ
ン
ト
裁
判
所
（
竃
U
勾
お
葺
一
賠
2
繋
≒
）
　
事
実
関

係
は
不
詳
。
請
負
契
約
説
に
よ
れ
ば
、
契
約
の
対
象
と
な
る
も
の
は
義
歯
の
製
造
つ

ま
り
歯
科
医
の
行
為
の
結
果
で
あ
つ
て
、
行
為
そ
の
も
の
が
契
約
の
対
象
に
な
る
も

の
で
は
な
い
、
少
く
と
も
患
者
の
立
場
か
ら
み
て
、
義
歯
の
製
造
及
び
義
歯
装
着
行

為
並
び
に
治
療
の
場
合
に
は
義
歯
の
製
造
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
だ
が
歯
科
医

と
患
者
と
の
関
係
を
一
面
的
に
義
歯
の
製
造
か
ら
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
専
門
に

義
歯
を
製
造
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
以
上
に
あ
ご
に
義
歯

を
装
着
し
、
口
腔
に
合
う
よ
う
に
時
に
は
義
歯
を
修
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。
少
な
く
と
も
こ
の
後
者
の
治
療
行
為
は
雇
傭
契
約
の
規
定
の
領
域
に
入
り
、
真



　
　
正
な
治
療
行
為
で
あ
る
。
オ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
ラ
ン
ト
裁
判
所
（
ω
）
と
同
様
、
本
判

　
　
決
も
歯
科
医
の
給
付
は
治
療
行
為
で
あ
り
、
そ
の
際
、
医
師
の
努
力
そ
の
も
の
が
重

　
　
要
で
あ
る
と
し
て
、
雇
傭
契
約
説
に
立
つ
て
い
る
。

　
　
㈹
　
ブ
レ
ー
メ
ン
ラ
ン
ト
裁
判
所
（
2
一
≦
一
8
㎝
』
2
2
，
0
。
）
　
事
実
関
係
は

　
　
不
詳
。
区
裁
判
所
は
義
歯
補
綴
契
約
を
請
負
契
約
と
し
た
が
、
本
裁
判
所
は
雇
傭
契

　
　
約
説
に
立
ち
、
第
六
二
七
条
、
第
六
二
八
条
に
よ
り
重
要
な
理
由
な
く
、
原
告
（
患

　
　
者
）
は
解
除
で
き
る
結
果
、
被
告
（
歯
科
医
）
の
積
極
的
契
約
侵
害
を
必
要
と
し
な

　
　
い
と
判
示
し
た
。
製
造
物
（
義
歯
）
の
機
能
を
も
歯
科
医
又
は
技
工
士
が
保
証
す
る

　
　
と
考
え
る
の
は
、
あ
ご
の
咀
囎
能
力
を
決
定
的
に
左
右
す
る
生
理
学
上
及
び
心
理
学

　
　
上
の
要
因
は
患
者
の
側
に
の
み
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
歯
科
医
が
立

　
　
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
歯
科
医
学
を
無
視
す
る
考
え
で
あ
る
。
従
つ
て
こ

　
　
れ
ら
の
不
確
定
な
要
因
が
存
在
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
義
歯
補
綴
処
置
の
結
果
を
歯
科

　
　
医
が
保
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
歯
科
医
に
要
求
で
き
な
い
。
以
上
に

　
　
よ
り
被
告
は
実
際
行
な
つ
た
給
付
に
見
合
う
報
酬
請
求
額
の
う
ち
、
健
康
保
険
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
払
つ
て
い
な
い
部
分
の
報
酬
を
請
求
で
き
る
と
判
示
し
た
。

　
⑥
　
　
上
記
請
負
契
約
説
及
び
雇
傭
契
約
説
に
対
し
、
雇
傭
契
約
説
に
請
負

契
約
説
を
折
衷
さ
せ
、
義
歯
の
製
造
・
装
着
行
為
に
請
負
契
約
の
蝦
疵
担
保
の

規
定
を
準
用
す
る
説
が
存
在
す
る
。
こ
の
類
型
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
判
決

例
を
二
件
紹
介
す
る
。

　
　
ω
　
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
ラ
ン
ト
裁
判
所
（
乞
｝
毛
這
O
趣
o。
お
）
　
事
案
は
義
歯
の
製

　
　
造
及
び
義
歯
を
装
着
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
事
実
関
係
は
不
詳
。
医
療
契

　
　
約
は
医
療
労
務
を
な
す
こ
と
と
並
ん
で
、
副
次
的
に
別
の
給
付
、
つ
ま
り
義
歯
の
製

　
　
造
と
義
歯
を
装
着
す
る
こ
と
が
そ
の
内
容
と
な
つ
て
い
る
。
従
つ
て
そ
の
意
味
で
歯

　
　
科
医
の
行
為
そ
の
も
の
が
契
約
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
義
歯
の
製

　
　
造
と
義
歯
の
装
着
と
い
う
点
で
、
歯
科
医
は
、
一
定
の
仕
事
の
結
果
を
発
生
さ
せ
る

　
　
義
務
を
負
つ
て
い
る
た
め
、
な
く
な
つ
た
歯
の
代
り
に
な
る
義
歯
を
製
造
し
、
装
着

医
療
契
約
の
法
的
性
質

す
る
場
合
に
も
危
険
を
負
つ
て
は
い
る
が
、
一
定
の
結
果
が
発
生
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
患
者
は
義
歯
装
着
で
は
蝦
疵
担
保
の
規
定
に
よ
る
璃
疵
除
去
請
求
権
及
び

瑠
疵
担
保
請
求
権
（
六
三
三
）
の
行
使
に
限
定
さ
れ
て
く
る
。
一
方
歯
科
医
は
報
酬

請
求
権
（
六
二
、
六
一
二
）
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

㈹
　
連
邦
通
常
裁
判
所
（
2
｝
≦
一
㊤
拐
ω
8
）
　
義
歯
の
製
造
及
び
義
歯
を
装
着
す

る
契
約
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
上
告
審
で
初
め
て
争
わ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
注

目
す
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。
歯
科
補
綴
契
約
を
雇
傭
契
約
と
解
し
た
点
で
は
前
掲
ω
ヴ

ッ
パ
ー
タ
ー
ル
ラ
ン
ト
裁
判
所
判
決
と
同
じ
だ
が
、
義
歯
製
造
行
為
の
み
に
つ
い
て

請
負
契
約
の
暇
疵
担
保
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
点
で
異
な
る
。
事
案
は
歯
科

医
（
原
告
）
が
患
者
（
被
告
）
の
歯
を
若
干
抜
歯
し
、
上
あ
ご
総
義
歯
と
一
二
本
の

下
あ
ご
義
歯
を
製
造
し
、
両
方
を
口
腔
内
に
装
着
し
た
。
そ
の
時
、
下
あ
ご
の
義
歯

は
金
冠
で
固
定
し
た
。
患
者
が
胃
炎
に
か
か
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
歯
冠
は
青
に

変
色
し
た
。
患
者
は
そ
の
た
め
別
の
医
師
に
新
し
い
義
歯
を
製
造
さ
せ
た
。
前
の
医

師
は
エ
ハ
O
O
D
M
の
報
酬
（
内
訳
義
歯
代
一
一
〇
〇
D
M
、
歯
冠
費
四
〇
〇
D
M
、

抜
歯
一
〇
〇
D
M
）
を
患
者
に
請
求
し
た
。
し
か
し
患
者
は
歯
冠
と
し
て
用
い
た
金

に
禁
制
物
が
混
入
し
て
い
た
こ
と
及
び
正
し
く
義
歯
が
合
わ
ず
、
不
完
全
で
あ
つ
た

た
め
、
一
六
八
O
D
M
の
損
害
が
発
生
し
た
と
反
論
し
た
の
で
あ
る
。

　
連
邦
裁
は
こ
れ
に
つ
き
歯
科
医
の
主
張
を
全
面
的
に
認
容
し
た
。
そ
の
理
由
は
歯

科
補
綴
契
約
は
原
則
と
し
て
雇
傭
契
約
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
歯
科
医
の
行
為

は
原
則
的
に
高
級
な
労
務
で
あ
り
、
医
師
は
通
常
、
患
者
を
専
門
的
に
治
療
す
る

こ
と
（
医
療
行
為
）
を
約
束
し
て
は
い
る
が
、
期
待
し
た
結
果
、
つ
ま
り
患
者
の

全
快
を
約
束
し
て
は
い
な
い
。
だ
が
一
方
、
特
に
歯
の
治
療
行
為
が
な
く
、
義
歯
を

専
門
に
製
造
す
る
場
合
に
限
り
、
請
負
契
約
に
関
す
る
担
保
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
。

　
本
件
で
行
な
わ
れ
た
抜
歯
は
治
療
行
為
で
あ
り
、
請
負
契
約
の
対
象
に
な
ら
な
い

た
め
、
請
負
契
約
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。
義
歯
を
専
門
に
製
造
す
る
こ
と
は
何

ら
治
療
行
為
で
は
な
く
、
こ
の
義
歯
の
製
造
と
関
連
し
た
も
う
一
つ
の
仕
事
は
、
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
九
六
五
）



　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

　
　
歯
を
口
腔
内
に
装
着
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
行
為
は
義
歯
の
製
造
に
対
し
て
、
高

　
　
級
な
職
務
遂
行
と
し
て
の
治
療
行
為
に
入
る
。
こ
の
治
療
行
為
に
よ
つ
て
希
望
し
た

　
　
結
果
が
生
ず
る
か
否
か
は
医
師
の
行
為
の
み
で
な
く
、
患
者
の
肉
体
と
精
神
の
特
質

　
　
に
も
よ
る
た
め
、
準
備
行
為
の
目
的
（
口
腔
等
の
消
毒
、
抜
歯
、
欠
陥
の
補
綴
整
形

　
　
等
の
行
為
）
は
、
治
療
よ
り
発
生
す
る
結
果
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い

　
　
義
歯
を
口
腔
に
装
着
す
る
こ
と
は
義
歯
を
専
門
に
製
造
す
る
こ
と
よ
り
も
重
要
で
あ

　
　
る
た
め
、
技
工
士
の
仕
事
は
歯
科
医
の
行
為
に
従
属
す
る
。
ゆ
え
に
義
歯
治
療
行
為

　
　
は
全
体
と
し
て
み
れ
ぽ
、
雇
傭
契
約
で
あ
り
、
義
歯
の
製
造
行
為
に
対
し
て
は
請
負

　
　
契
約
の
理
疵
担
保
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
従
つ
て
歯
科
医
は
第
六
三
三
条

　
　
以
下
に
よ
り
、
無
過
失
で
も
義
歯
の
製
造
に
対
し
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
い
。
歯
冠
を
装
着
す
る
行
為
に
も
上
記
の
内
容
が
妥
当
す
る
。
ま
た
被
告
が
別
の
医

　
　
師
に
新
し
い
義
歯
を
製
造
さ
せ
た
こ
と
が
治
療
契
約
の
解
除
に
該
当
し
、
第
六
二
八

　
　
条
第
一
項
第
二
文
に
よ
り
医
師
が
、
契
約
違
反
の
行
為
に
よ
り
患
者
に
対
し
解
除
の

　
　
原
因
を
作
つ
た
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
医
師
側
に
過
失
が
な
い
の
で
、
医
師
は

　
　
解
除
の
原
因
を
患
者
に
与
え
な
か
つ
た
と
解
し
て
い
る
。

　
以
上
で
判
決
例
を
概
観
・
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
学
説
を
紹
介
す
る

こ
と
に
す
る
。
上
記
の
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
に
よ
り
い
わ
ゆ
る
折
衷
説
か

判
例
上
確
定
し
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
学
説
上
は
ラ
レ
ン
ツ
、
エ
ッ
サ
ー
等
に

見
ら
れ
る
如
く
、
そ
れ
に
対
す
る
反
対
説
も
依
然
と
し
て
強
く
主
張
さ
れ
て
い

る
。

2
　
学
　
　
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
（
4
）

　
⑥
　
　
請
負
契
約
説
　
エ
ッ
サ
ー
、
パ
ラ
ン
ト
旺
プ
ッ
ツ
オ
、
バ
ル
ニ
ケ
ル
が

主
張
す
る
見
解
で
あ
る
が
、
前
二
者
は
結
論
の
み
を
挙
げ
る
に
止
ま
る
た
め
、

こ
こ
で
は
バ
ル
ニ
ケ
ル
の
見
解
を
紹
介
す
る
。

　
バ
ル
ニ
ケ
ル
は
前
掲
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
（
◎
㈹
）
に
対
す
る
批
判
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
（
九
六
六
）

で
、
同
判
決
は
医
師
の
、
こ
の
場
合
は
歯
科
医
の
行
為
の
本
質
と
目
的
と
を
十

分
考
慮
し
て
い
な
い
と
す
る
。
目
的
と
の
関
連
か
ら
み
て
、
歯
科
医
の
任
務
は

成
功
す
る
に
せ
よ
、
失
敗
す
る
に
せ
よ
、
患
者
を
直
す
げ
o
凶
一
窪
こ
と
で
あ
り

努
力
に
よ
つ
て
結
果
を
惹
起
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
少
な
く
と
も
こ
の
結
果
を
期

待
し
て
活
動
す
る
、
法
律
的
に
言
え
ぽ
、
仕
事
の
結
果
ミ
o
詩
震
ま
蒔
①
を
手

に
入
れ
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　
更
に
、
個
々
の
ケ
ー
ス
で
治
癒
と
い
う
本
来
の
結
果
を
確
信
し
て
治
療
行
為

を
行
な
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
初
め
か
ら
結
果
が
危
く
と
も
医
師
た
る
者
は
治
療

行
為
を
行
な
い
、
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
。
医
師
の
治
療
す
る
す
べ
て
の
場
合

に
お
い
て
、
治
癒
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
歯
科
医
は
結
果
、
つ
ま
り
患
者
の
全

治
へ
向
け
て
努
力
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
医
療
契
約
に
お
い
て
は

請
負
契
約
が
想
定
さ
れ
る
。
請
負
契
約
の
場
合
も
高
級
な
労
務
の
提
供
（
雇
傭

契
約
）
の
場
合
も
、
共
に
信
頼
関
係
が
前
提
と
さ
れ
、
そ
の
特
質
と
み
ら
れ
る

が
、
歯
科
医
の
行
為
は
結
果
を
信
じ
て
治
療
す
る
点
で
決
定
的
特
質
を
有
す
る

が
故
に
、
す
べ
て
の
場
合
に
わ
た
り
請
負
契
約
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
バ
ル
ニ
ケ
ル
と
共
に
、
ヤ
コ
ブ
ス
も
前
掲
連
邦
通
常
裁
判
所
の
原
則

的
に
雇
傭
契
約
説
に
立
つ
考
え
方
（
本
稿
で
は
折
衷
説
に
入
れ
て
は
い
る
が
）
を
批

判
し
、
歯
科
補
綴
契
約
は
請
負
契
約
説
で
も
十
分
解
決
で
き
る
と
し
て
次
の
よ

　
　
　
　
（
5
）

う
に
説
明
す
る
。

　
彼
は
ま
ず
歯
科
医
の
仕
事
》
3
0
津
と
外
科
医
の
仕
事
と
を
対
照
さ
せ
て
、

手
術
の
実
施
を
目
的
と
す
る
契
約
の
法
的
性
質
の
点
で
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い

る
内
容
は
、
手
術
が
包
括
的
な
治
療
行
為
の
一
部
で
は
な
く
、
医
師
の
治
療
契

約
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
手
術
は
通
常
歯
の
保
持
、
抜
歯
、
義
歯
の
製
造
．



装
着
を
目
的
と
す
る
普
通
の
歯
科
医
の
活
動
よ
り
も
直
接
的
な
意
味
で
治
療
行

為
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
整
形
美
容
の
た
め
の
手
術
は
別
と
し
て
、

手
術
に
よ
る
肉
体
に
対
す
る
干
渉
行
為
田
轟
ユ
臨
は
通
常
既
に
発
生
し
た
病

気
の
治
癒
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
外
科
医
の
活
動
も
歯
科
医
の

活
動
も
共
に
、
治
療
に
よ
つ
て
期
待
し
た
結
果
が
得
ら
れ
る
か
否
か
は
、
歯
科

医
（
外
科
医
）
の
技
術
に
依
存
す
る
の
み
で
な
く
、
患
者
の
肉
体
の
状
態
及
び

心
理
状
態
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。
連
邦
裁
が
上
述
の
内
容
か
ら
結
論
づ
け
て
い

る
通
り
、
歯
科
医
と
患
者
と
が
期
待
し
た
結
果
が
治
療
契
約
の
目
的
と
な
る
の

は
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
（
特
約
等
の
存
在
）
で
あ
り
、
外
科
医
と
患
者
と
の

関
係
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
妥
当
す
る
。
だ
が
、
病
気
の
治
癒
・
発
病
の
防

止
が
治
療
の
目
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
第
六
三
一
条
以
下
で
義
務
づ
け

ら
れ
た
結
果
と
は
な
し
え
な
い
。
外
科
医
の
引
き
受
け
ら
れ
る
結
果
は
、
治
癒
・

発
病
の
防
止
よ
り
も
狭
く
、
外
科
医
は
技
法
一
紹
①
貰
江
⑦
に
よ
り
実
施
し
た

盲
腸
の
切
除
、
手
足
の
切
断
、
器
管
の
移
植
を
約
束
す
る
。
故
に
病
気
の
治
癒

を
約
束
し
な
い
が
、
結
果
の
発
生
を
約
束
す
る
。
現
実
に
は
患
者
が
発
病
か
ら

回
復
し
、
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
る
の
は
主
と
し
て
外
科
医
の
行
為
の

み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
第
六
三
一
条
以
下
の
規
定
す
る
結
果
を
以
上
の
如
く
結
論
づ
け
れ
ば
、
歯
科

医
の
行
な
う
歯
の
保
持
、
抜
歯
、
義
歯
等
の
歯
科
補
綴
行
為
に
つ
い
て
も
、
そ

の
結
論
は
妥
当
す
る
。
従
つ
て
外
科
医
の
行
な
う
手
術
も
、
歯
科
医
の
な
す
行

為
に
つ
い
て
も
、
そ
の
契
約
内
容
は
共
に
高
級
な
労
務
給
付
9
8
毘
虫
の
言
薦

と
さ
れ
る
が
、
結
果
発
生
を
め
ざ
す
労
務
は
第
六
三
一
条
以
下
の
適
用
さ
れ
る

仕
事
の
給
付
≦
震
匹
包
の
9
彪
に
入
る
。

　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

　
次
に
歯
科
医
の
仕
事
の
責
任
の
問
題
に
関
し
て
い
え
ば
、
上
述
の
如
く
連
邦

裁
の
判
決
内
容
は
義
歯
の
製
造
に
対
し
患
者
の
健
康
状
態
（
肉
体
及
び
精
神
状
態
）

は
歯
科
医
の
労
務
給
付
に
何
ら
影
響
が
な
い
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
歯
冠
の
製

造
と
歯
冠
の
装
着
、
義
歯
の
装
着
、
さ
ら
に
他
の
歯
の
治
療
、
抜
歯
に
至
る
ま

で
の
歯
科
医
の
仕
事
で
は
、
患
者
の
肉
体
及
び
精
神
上
の
状
態
が
治
療
の
結
果

に
影
響
し
う
る
と
ヤ
コ
ブ
ス
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
点
に
連
邦
裁
の

判
決
と
ヤ
コ
ブ
ス
の
見
解
と
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
歯
科
医
は
患
老
の
肉
体
及

び
心
理
上
の
状
態
が
及
ぽ
す
影
響
を
全
く
排
除
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

過
失
を
犯
し
た
歯
科
医
は
そ
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
義
歯
の
製
造
は

患
者
の
性
質
（
肉
体
及
び
精
神
上
の
性
質
）
に
影
響
さ
れ
な
い
の
で
、
　
当
然
別
異

に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
義
歯
の
製
造
、
義
歯
の
装
着
、
歯
の
保
持
、
抜
歯
と
い
う
実
行
行
為
は
請
負

契
約
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
す
る
と
、
環
疵
あ
る
　
融
置
①
浮
母
け

治
療
行
為
の
責
任
を
歯
科
医
は
負
う
こ
と
に
な
り
、
過
失
の
証
明
が
な
く
と
も
、

蝦
疵
の
除
去
、
契
約
解
除
、
報
酬
の
減
額
並
び
に
有
過
失
の
場
合
に
は
損
害
賠

償
責
任
を
も
負
う
こ
と
に
な
る
。

　
請
負
契
約
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
患
者
が
歯
科
医
に
対
し
て
負
う

報
酬
支
払
債
務
は
主
と
し
て
前
掲
連
邦
裁
の
ケ
ー
ス
で
考
え
る
と
、
歯
冠
の
性

質
と
歯
冠
を
装
着
す
る
こ
と
が
蝦
疵
寄
窪
R
に
該
当
す
る
か
否
か
に
よ
る

（
六
…
二
1
）
。
　
連
邦
裁
は
こ
の
蝦
疵
の
有
無
の
問
題
に
立
ち
入
つ
て
は
い
な

い
が
、
本
件
の
歯
科
医
の
製
造
し
た
義
歯
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
契
約
に

適
合
し
て
製
造
さ
れ
て
お
り
、
歯
の
変
色
と
胃
炎
に
か
か
つ
た
原
因
は
歯
科
医

の
仕
事
の
蝦
疵
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
患
者
の
肉
体
上
の
状
況
に
帰
因
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
（
九
六
七
）



　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

の
で
あ
り
、
こ
の
肉
体
上
の
状
況
を
歯
科
医
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
い
し
左
右
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
歯
科
医
と
患
者
と
の
契
約
が
、
請
負
契
約
な
の
か
、
雇
傭
契
約
な
の

か
を
決
定
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
高
級
な
労
務
の
提
供
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
製
造
物
の
給
付
が
対
象
と
な
つ
て
い
る
の
か
に
よ
る
の
で
も

な
く
、
当
該
の
労
働
の
価
値
が
高
い
の
か
、
低
い
の
か
に
よ
る
の
で
も
な
く
、
契

約
の
内
容
、
つ
ま
り
労
働
そ
の
も
の
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
労
働
の
給

付
に
よ
る
結
果
の
惹
起
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
か
に
よ
る
の
で
あ
る
。
歯
科

医
と
い
う
も
の
は
労
務
の
提
供
の
み
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
ぐ
、
、
結
果

を
惹
起
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
た
め
に
歯
科
医
の
治

癒
行
為
に
つ
い
て
は
一
般
に
、
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
連

邦
裁
は
歯
科
医
の
治
療
に
よ
つ
て
惹
起
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
の
は
限
ら

れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
全
く
理
解
で
き
な
か
つ
た
た
め
、
当
該
の
歯
科
補
綴

行
為
に
雇
傭
契
約
に
関
す
る
規
定
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
ヤ
コ
ブ
ス
の

治癒・発病の＼

　　　　防止

患者の個体

1　ノ

Erfolg

レ／

医師の支配力

論
述
の
展
開
は
次
の
よ

う
に
総
括
で
き
よ
う
。

　
第
六
三
一
条
以
下
で

規
定
す
る
国
匡
o
飼
概

念
を
、
病
気
の
治
癒
・

発
病
の
防
止
と
い
う
狭

い
も
の
と
す
る
の
で
は

な
く
、
国
『
3
蒔
を
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
（
九
六
八
）

く
解
し
て
い
る
点
に
、
彼
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。
患
者
が
病
気
か
ら
回
復

し
、
発
病
し
な
く
な
る
の
は
医
師
の
行
為
に
よ
つ
て
発
生
す
る
結
果
の
み
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
主
な
要
因
に
な
つ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
要
因
と

し
て
患
者
自
身
の
も
つ
個
体
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
結
果

卑
8
祠
“
病
気
の
治
癒
、
発
病
の
防
止
と
い
う
考
え
方
を
否
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
彼
の
い
う
結
果
に
対
し
て
は
医
師
の
支
配
力
が
及
ぶ
が
、
患
者
の
肉
体

上
及
び
精
神
上
の
状
況
に
対
し
て
は
医
師
の
力
が
及
ば
な
い
領
域
で
あ
る
と
い

う
点
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
試
み
に
図
示
し
て
み
れ
ば
、
上
図
の
よ

う
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
㈲
　
　
雇
傭
契
約
説
　
ラ
レ
ン
ツ
を
中
心
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
学
説
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
る
が
、
彼
は
そ
の
理
由
を
詳
論
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
デ
ー
リ
ン
グ

の
見
解
を
代
わ
つ
て
紹
介
す
る
。

　
デ
ー
リ
ン
グ
に
よ
れ
ぽ
、
歯
科
医
に
よ
る
義
歯
補
綴
処
置
に
雇
傭
契
約
の
規

定
と
請
負
契
約
の
規
定
と
を
相
互
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
病
気
に
対
す

る
治
癒
・
治
療
行
為
を
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
病
気
の
治
療
に
当

る
歯
科
医
の
個
々
の
労
働
給
付
は
逆
に
全
体
が
関
連
し
合
い
、
相
互
に
依
存
関

係
に
あ
る
。
従
つ
て
義
歯
の
製
造
は
も
ち
ろ
ん
不
必
要
と
は
い
え
な
い
。
義
歯

の
製
造
は
治
療
と
直
接
関
係
が
な
く
、
そ
れ
は
口
腔
へ
装
着
す
る
た
め
の
準

備
行
為
で
あ
り
、
材
料
（
義
歯
等
）
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
回
復
さ
れ
て

い
な
い
損
傷
を
除
去
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
適
切
で
は
な

い
。
義
歯
を
装
着
す
る
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
歯
が
直
つ
た
の

で
も
な
く
、
治
療
が
完
了
し
た
わ
け
で
も
な
い
。

　
義
歯
は
治
療
す
る
た
め
の
本
質
的
手
段
で
は
あ
る
が
、
独
立
の
意
味
を
も
つ



て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
は
歯
科
医
が
歯
科
医
学
の
知

識
に
基
づ
い
て
行
な
う
行
為
全
体
で
あ
る
。
義
歯
の
製
造
か
請
負
契
約
の
性
質

を
も
つ
限
り
で
、
請
負
契
約
の
規
定
か
適
用
さ
れ
る
が
、
法
的
に
全
体
と
し
て

雇
傭
契
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
れ
ぽ
、
請
負
契
約
の
規
定
の
カ
バ
ー
す
る
領
域

は
、
雇
傭
契
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
に
吸
収
さ
れ
る
。
そ
れ
は
雇
傭
契

約
の
規
定
で
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
が
主
要
な
契
約
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
虫
歯
で
残
つ
た
歯
（
基
部
）
に
対
す
る
治
療
行
為
を
内
容
と
す
る
雇
傭
契

約
の
み
が
存
在
す
る
の
で
あ
つ
て
、
雇
傭
契
約
と
並
ん
で
請
負
契
約
を
考
え
る

余
地
は
全
く
な
い
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
働
　
　
折
衷
説
　
折
衷
説
を
主
張
す
る
ヴ
ュ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
医
療
契
約
、

特
に
歯
科
医
と
患
者
と
の
問
の
義
歯
補
綴
処
置
契
約
の
法
的
性
質
は
次
の
よ
う

に
解
釈
さ
れ
る
。
人
間
の
肉
体
の
一
部
が
な
い
た
め
に
生
じ
た
負
担
を
除
去
し

た
り
、
肉
体
そ
の
も
の
に
治
療
な
い
し
干
渉
行
為
を
行
な
う
場
合
に
は
、
医
師

な
い
し
歯
科
医
は
専
ら
治
療
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
し
か
し
肉
体
の

一
部
を
材
料
と
取
り
換
え
る
場
合
に
は
事
情
が
上
述
の
場
合
と
異
な
る
。
こ
の

場
合
は
肉
体
の
治
癒
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
肉
体
の
欠
損
に
よ
る
現

在
の
機
能
停
止
を
で
き
る
限
り
調
整
す
る
た
め
に
、
欠
損
し
た
肉
体
の
一
部
に

代
わ
り
う
る
よ
う
な
も
の
を
製
造
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
義
歯
を
装
着
す
る
場
合
に
は
、
準
備
行
為
が
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
準
備
行
為
は
医
療
の
雇
傭
契
約
の
規
定
の
適
用
さ
れ
る
領
域
に

属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
理
由
は
こ
の
治
療
の
場
合
に
は
人
間
の
肉
体
が

中
心
に
据
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
準
備
行
為
は
治
療
行
為
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ぽ
除
去
し
え
な
い
障
害
（
歯
の
な
い
こ
と
等
）
が
存
在
す
る
に
も
拘
ら

　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

ず
、
適
切
な
義
歯
を
用
い
て
疾
病
（
障
害
）
の
影
響
（
器
管
の
損
傷
に
よ
つ
て
生
ず

る
運
動
能
力
の
喪
失
、
咀
囎
能
力
欠
如
に
よ
る
萎
縮
や
他
の
疾
病
の
発
生
）
　
か
ら
肉
体

を
直
す
た
め
に
、
肉
体
を
治
療
す
る
か
ら
で
あ
る
。
虫
歯
で
残
つ
た
歯
（
基
部
）

が
完
全
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は
保
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
基
部
が
長

く
役
に
立
つ
こ
と
も
、
そ
の
基
部
に
ブ
リ
ッ
ジ
な
い
し
義
歯
を
固
定
す
る
こ
と

も
保
証
し
え
な
い
。

　
し
か
し
義
歯
の
製
造
は
純
然
た
る
専
門
家
の
仕
事
－
作
業
で
あ
り
、
難
し
さ

の
度
合
（
製
造
上
の
）
に
よ
り
多
少
と
も
ラ
ン
ク
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
人
間
の
肉
体

に
対
す
る
治
療
と
こ
の
義
歯
の
製
造
と
は
直
接
関
連
し
合
う
。
義
歯
の
製
造
の

場
面
に
お
い
て
は
人
間
の
肉
体
に
合
わ
せ
て
歯
型
の
寸
法
が
と
ら
れ
る
（
石
膏

模
型
な
ど
を
用
い
て
）
。
こ
の
仕
事
に
は
典
型
的
な
医
療
契
約
上
の
医
療
活
動

跨
注
一
9
0
↓
警
蒔
ざ
詳
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
の
は
寸
法
取
り
の
正
確
さ

は
保
証
で
き
る
し
（
不
確
定
な
要
素
が
な
い
た
め
）
、
　
ど
ん
な
職
人
も
そ
の
領
域

で
は
寸
法
を
人
間
に
合
わ
せ
て
取
る
時
は
、
正
確
さ
を
保
証
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
義
歯
の
製
造
者
及
び
技
工
士
は
請
負
契
約
に
よ
り
そ
の

作
業
の
結
果
を
保
証
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
義
歯
を
技
術
上
不
完
全

に
製
造
し
た
場
合
の
み
で
は
な
く
、
体
に
装
着
す
る
場
合
に
も
妥
当
し
、
不
完

全
な
場
合
に
は
義
歯
を
変
更
な
い
し
製
造
し
直
さ
ね
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。
歯
科
医
が
ブ
リ
ッ
ジ
を
装
着
す
る
た
め
に
欠
陥
の
あ
る
歯
や
あ
ご
、
口
腔

を
初
め
消
毒
し
、
準
備
行
為
を
す
る
時
に
は
雇
傭
契
約
の
規
定
の
枠
内
で
医
師

と
し
て
活
動
し
、
こ
の
準
備
行
為
が
完
了
す
れ
ば
、
職
人
と
し
て
活
動
し
、
あ

る
い
は
助
手
と
し
て
職
人
を
用
い
る
。
次
に
義
歯
を
装
着
す
る
行
為
と
事
後
処

置
と
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
歯
科
医
は
義
歯
に
よ
つ
て
治
療
上
の
治
癒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
（
九
六
九
）



　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

と
い
う
結
果
を
保
証
す
る
必
要
は
な
い
。
歯
科
医
は
製
造
物
に
欠
陥
が
あ
れ
ぽ
、

そ
の
責
任
を
請
負
契
約
の
規
定
に
よ
つ
て
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ

る
。

　
従
っ
て
以
上
の
論
述
か
ら
歯
科
医
の
行
な
う
義
歯
補
綴
処
置
の
場
合
に
は
、

常
に
雇
傭
契
約
の
規
定
及
び
請
負
契
約
の
規
定
が
並
存
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
二
つ
の
規
定
は
そ
れ
ぞ
れ
ふ
さ
わ
し
い
は
つ
き
り
と
区
別
で
き

る
適
用
領
域
を
も
つ
。
ヴ
ュ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
雇
傭
契
約
の
規
定
と
請
負
契

約
の
規
定
の
中
、
ど
ち
ら
が
重
要
だ
と
も
言
え
ず
、
統
一
法
を
適
用
さ
せ
る
こ

と
も
誤
つ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
請
負
契
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
義

歯
の
製
造
過
程
は
法
律
上
重
要
で
な
い
付
属
物
又
は
そ
れ
以
外
の
枝
葉
末
節
の

も
の
（
た
と
え
ば
虫
歯
の
中
に
詰
め
込
ま
れ
た
充
填
物
等
）
と
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
義
歯
の
製
造
費
は
治
療
費
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
以
上
の
ヴ
ュ
ス
タ
ー
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
、
肉
体
に
対
す
る
直
接
の
治
療

な
い
し
干
渉
行
為
を
伴
う
行
為
に
は
雇
傭
契
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
治
療
な

い
し
干
渉
行
為
を
全
く
伴
わ
な
い
行
為
（
義
歯
の
製
造
等
）
に
は
請
負
契
約
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
結
果
を
保
証
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
肉
体
に
対
す
る
干
渉
行
為

の
有
無
に
あ
る
。

（
1
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以
下
の
区
分
け
は
2
一
譲
一
S
9
ω
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に
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。
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）
　
シ
ュ
タ
ー
デ
ラ
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ト
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判
所
（
竃
∪
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一
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。
・
お
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結

語

　
歯
科
医
に
よ
る
義
歯
補
綴
処
置
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
西
ド
イ
ツ
で
の
判

決
例
及
び
学
説
に
関
し
て
概
観
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
議
論
が
目
本

で
の
そ
れ
に
較
べ
て
細
か
く
、
か
つ
実
情
に
則
し
た
解
釈
・
解
決
を
求
め
よ
う

と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
つ
ま
り
歯
科
医
に
よ
る
義
歯
補
綴
処
置
と
い
つ
て
も
、
そ
の
前
提
た
る
準
備

行
為
、
た
と
え
ば
し
ば
し
ば
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
消
毒
、
虫
歯
の
除
去
、
歯

の
保
持
、
基
部
に
対
す
る
治
療
行
為
、
次
に
技
工
士
な
い
し
歯
科
医
の
義
歯
製

造
行
為
、
さ
ら
に
義
歯
を
患
者
の
口
腔
内
に
装
着
す
る
行
為
と
い
う
三
つ
の
ス

テ
ッ
プ
に
分
け
る
こ
と
の
で
き
る
一
連
の
行
為
か
ら
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
と

い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
は
相
互
に
依
存
し
合
う
面
を

持
ち
な
が
ら
行
為
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
法
的
側
面
を
問
う
て
い
く
こ

と
が
筋
で
あ
り
、
ま
た
実
際
に
も
か
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



　
第
一
の
準
備
行
為
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
肉
体
に
対
す
る
干

渉
行
為
を
伴
う
も
の
で
あ
り
（
患
者
の
肉
体
及
び
精
神
状
況
と
密
接
に
関
連
し
合
う
）
、

医
師
は
専
ら
治
癒
を
目
的
と
し
て
行
為
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
治
療
行
為
と
考

え
ら
れ
、
一
定
の
行
為
を
医
療
水
準
に
従
つ
て
行
な
え
ば
よ
く
、
雇
傭
契
約
の

規
定
の
枠
内
に
あ
る
。
一
方
、
結
果
の
達
成
ま
で
要
求
す
る
こ
と
は
医
師
の
支

配
力
の
及
ぽ
な
い
面
が
あ
る
た
め
、
過
大
の
要
求
と
思
わ
れ
、
請
負
契
約
の
規

定
の
適
用
さ
れ
る
場
面
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
次
の
入
歯
な
い
し
義
歯
の
製
造
の
段
階
は
、
患
者
の
事
情
が
直
接
関
連
し
な

く
な
り
、
医
師
の
支
配
力
の
及
ぶ
場
面
と
さ
れ
る
た
め
、
患
者
の
肉
体
に
合
う

入
歯
な
い
し
義
歯
を
製
造
す
る
よ
う
医
師
な
い
し
技
工
士
に
要
求
す
る
こ
と
は

さ
し
て
難
し
い
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
患
者
の
口
腔
に
合

う
入
歯
な
い
し
義
歯
の
製
造
と
い
う
結
果
が
前
面
に
出
て
く
る
場
面
で
あ
る
。

従
つ
て
請
負
契
約
の
性
質
を
も
つ
ゆ
え
、
請
負
契
約
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

　
し
か
し
製
造
さ
れ
た
入
歯
な
い
し
義
歯
を
患
者
の
肉
体
内
（
基
部
や
あ
ご
等
を

含
む
）
に
装
着
す
る
こ
と
は
、
患
者
の
肉
体
に
対
す
る
干
渉
行
為
を
伴
う
ゆ
え

治
療
行
為
で
あ
り
、
従
つ
て
準
備
行
為
と
同
列
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

雇
傭
契
約
の
規
定
の
領
域
に
入
る
も
の
と
さ
れ
、
雇
傭
契
約
の
規
定
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
全
体
の
歯
科
医
に
よ
る
入
歯
な
い
し
義
歯
の
製
造
及
び
口
腔
内

に
こ
れ
を
装
着
す
る
行
為
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
理
由
と
し
て
は
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

々
の
場
面
で
治
療
費
が
異
な
る
と
い
う
点
も
見
の
が
せ
な
い
側
面
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
一
つ
一
つ
の
行
為
を
各
々
分
け
て
し
ま
つ
て
は
意
味
が
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
密
接
に
結
び
合
う
一
つ
の
治
療
行
為
を
形
成
し
、
そ
れ
が
一
つ
の
目
的
を

　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

持
っ
て
い
る
こ
と
は
是
認
で
き
る
が
、
結
果
ロ
治
癒
、
全
治
と
い
う
の
は
あ
ま

り
に
も
医
師
側
に
要
求
し
す
ぎ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
と
い
つ
て
ヤ
コ
ブ
ス
の

い
う
よ
う
に
結
果
と
は
治
癒
そ
の
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
、
全
治
と
い
う
結

果
を
発
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
と
解
す
る
の
は
技
巧
に
す
ぎ
る
。
上
記
の
よ

う
に
一
口
に
治
療
行
為
と
い
つ
て
も
、
個
々
の
行
為
で
費
用
の
高
低
の
あ
る
も

の
ゆ
え
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
考
え
る
と
い
う
の
も
妥
当
と
思
う
。

　
西
ド
イ
ツ
で
の
議
論
と
対
比
さ
せ
て
、
日
本
で
の
医
療
契
約
の
法
的
性
質
の

　
　
　
　
　
　
（
2
）

問
題
を
考
え
る
と
、
前
述
の
準
委
任
契
約
説
が
多
く
支
持
さ
れ
て
い
る
主
な
理

由
は
次
の
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ω
ロ
ー
マ
法
が
医
療
契
約
そ
の
他
の
高
級

労
務
提
供
行
為
を
無
償
委
任
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
来
る
沿
革
上
の
理
由
、
ω

ω
に
関
連
し
て
雇
傭
契
約
は
労
務
者
が
一
般
に
使
用
者
に
従
属
し
、
そ
の
指
揮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

命
令
に
服
す
る
と
い
う
内
容
の
契
約
で
あ
り
、
医
療
契
約
に
は
こ
の
従
属
性
が

な
く
、
医
師
は
患
者
か
ら
独
立
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
た
め
、
雇
傭
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

約
を
採
用
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
し
か
し
ω
の
理
由
は
前
述
の
ご
と
く
（
第
一
節
）
、
当
初
よ
り
有
償
委
任
契

約
と
観
念
す
る
な
ら
ば
、
別
の
有
償
契
約
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
契
約
に
沿
つ

て
考
え
た
方
が
よ
い
こ
と
、
ω
の
雇
傭
契
約
の
特
質
と
さ
れ
る
従
属
性
の
問
題

は
、
む
し
ろ
西
ド
イ
ツ
で
い
わ
れ
て
い
る
従
属
性
の
な
い
雇
傭
契
約
と
い
う
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

念
に
よ
り
解
決
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
目
本
に
お
い
て
も
雇
傭
契
約

の
内
容
た
る
労
務
に
は
高
級
労
務
を
も
含
め
て
お
り
、
一
方
が
他
方
に
従
属
し
、

労
務
者
に
精
神
の
自
由
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
当
初
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
の

　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

で
あ
る
。
従
つ
て
雇
傭
契
約
説
を
日
本
に
お
い
て
も
採
用
で
き
る
と
考
え
る
。

　
医
療
契
約
の
法
的
性
質
の
問
題
は
報
酬
請
求
権
の
発
生
要
件
と
い
う
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
（
九
七
一
）



　
　
　
　
医
療
契
約
の
法
的
性
質

反
映
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
（
第
哨
節
）
。
つ
ま
り
委
任
契
約
説
に
よ
れ
ば
、
「
委

任
履
行
ノ
後
」
に
報
酬
請
求
権
が
発
生
す
る
た
め
（
六
四
八
H
）
、
履
行
内
容
の

如
何
に
よ
り
報
酬
請
求
権
の
発
生
の
有
無
が
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容

は
当
事
者
の
契
約
の
解
釈
に
よ
つ
て
決
め
ら
れ
る
。
し
か
し
私
見
の
雇
傭
契
約

＋
請
負
契
約
と
い
う
折
衷
説
に
よ
れ
ば
「
其
約
シ
タ
ル
労
務
」
終
了
後
に
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
請
求
で
き
る
（
六
哨
西
1
）
結
果
、
労
務
が
給
付
さ
れ
れ
ば
、
労
務
者
は
報
酬

を
請
求
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
委
任
契
約
説
と
雇
傭
契
約
説
と

の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
単
に
労
務
を
提
供
し
さ
え
す
れ
ぽ
よ
い
雇
傭
契
約

と
異
な
り
（
歯
科
医
療
契
約
に
則
し
て
い
う
と
）
、
請
負
契
約
の
場
合
に
は
義
歯
製

造
の
結
果
、
そ
の
義
歯
装
着
に
よ
り
咀
囎
能
力
が
回
復
さ
れ
る
と
い
う
結
果
が

発
生
し
な
け
れ
ぽ
、
報
酬
請
求
権
は
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
六

　
　
　
　
（
9
）

三
二
、
六
三
三
）
。
従
つ
て
こ
の
点
に
関
し
て
は
委
任
契
約
説
と
同
一
の
結
論
に

至
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
医
療
契
約
の
法
的
性
質
の
問
題
は
、
医
師
の
責
任
の
問
題
、
つ
ま
り
契
約
義

務
違
反
及
び
証
明
責
任
の
問
題
に
も
波
及
し
、
そ
の
結
論
に
差
異
を
生
じ
さ
せ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
の
対
象
に

す
る
こ
と
に
し
、
本
稿
を
そ
れ
ら
の
問
題
へ
の
緒
論
と
し
て
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で

終
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
1
）
　
一
九
七
九
年
九
月
の
慶
懸
義
塾
大
学
民
法
研
究
会
の
席
上
ハ
ナ
ウ
教
授

　
　
勺
卑
霞
国
昌
窪
は
義
歯
製
造
費
は
他
の
治
療
費
に
比
較
し
高
価
な
の
で
、
各
々
の

　
　
行
為
を
分
け
て
論
ず
る
こ
と
を
提
案
し
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

　
　
に
費
用
の
面
も
見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
側
面
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
日
本
で
は
従
来
よ
り
準
委
任
契
約
説
、
無
名
契
約
説
（
清
水
兼
男
・
診
療
過
誤

　
　
と
医
師
の
民
事
責
任
・
民
商
法
雑
誌
五
二
巻
六
号
四
頁
、
谷
口
知
平
・
植
林
弘
・
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
（
九
七
二
）

　害賠償法

概
説
二
七
五
頁
）
と
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
の
医
療
契
約

　
を
雇
傭
契
約
あ
る
い
は
請
負
契
約
そ
の
も
の
と
見
る
者
は
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ

　
の
点
で
は
西
ド
イ
ツ
で
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
状
況
と
は
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
状
況

　
と
似
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
3
）
　
西
ド
イ
ツ
で
は
雇
傭
契
約
を
、
医
師
と
患
者
間
の
契
約
の
よ
う
な
従
属
関
係
の

　
な
い
、
相
互
独
立
の
雇
傭
関
係
と
一
般
に
労
働
法
の
適
用
さ
れ
る
従
属
関
係
の
あ
る

　
雇
傭
関
係
に
二
分
し
て
論
ず
る
状
況
が
あ
り
、
前
者
の
意
味
で
い
う
雇
傭
契
約
関
係

　
と
い
う
面
を
こ
の
法
的
性
質
の
問
題
と
の
関
連
で
強
調
す
る
。

（
4
）
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
雇
傭
契
約
は
従
属
性
の
あ
る
内
容
の
契
約
と
さ
れ
て
い

　
る
た
め
、
雇
傭
契
約
説
は
一
般
に
採
ら
れ
て
い
な
い
。

（
5
）
　
こ
う
解
し
て
も
、
有
償
委
任
契
約
説
と
雇
傭
契
約
説
と
の
結
論
の
差
異
は
報
酬

　請求権の

発
生
時
期
に
現
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
特
約
の
あ
る
場
合
な
い

　
し
六
四
八
皿
に
よ
る
六
二
四
H
準
用
の
場
合
は
同
叫
の
結
論
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

　
ん
で
あ
る
。

（
6
）
民
法
修
正
案
理
由
書
第
三
編
第
二
章
第
八
節
雇
傭
の
前
注
及
び
第
六
百
二
十
二

　条の

理
由
参
照
。

（
7
）
代
診
の
問
題
は
雇
傭
契
約
説
に
よ
る
と
、
他
の
者
が
代
わ
つ
て
診
療
行
為
を
行

　
な
つ
て
も
患
者
に
と
つ
て
何
の
影
響
も
な
い
場
合
に
承
諾
を
拒
絶
す
る
の
は
患
者
の

解
す
る
か
、
ま
た
は
明
示
・
黙
示
の
同
意
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
報
告
義
務
の
問
題
は
労
務
者
も
行
為
に
関
し
て
善
管
注
意
義
務
を
負
い
、
従
つ
て
当

　
然
報
告
義
務
を
負
つ
て
い
る
の
で
、
委
任
の
場
面
と
同
一
に
解
し
、
逐
一
事
務
処
理

　
の
状
況
ま
で
報
告
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

（
8
）
当
事
者
双
方
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
つ
て
委
任
契
約
が
終
了
し
た

　
場
合
に
は
、
受
任
者
は
既
履
行
分
の
報
酬
を
請
求
で
き
る
と
い
う
面
で
は
雇
傭
契
約

　
と
に
差
異
が
な
い
。

（
9
）
　
請
負
契
約
の
規
定
に
は
担
保
責
任
が
特
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
六
三
七
以
下
）
。

（
1
0
）
　
医
師
の
い
わ
ゆ
る
説
明
義
務
》
蔑
江
窪
§
脇
葺
一
甘
算
は
一
般
に
西
ド
イ
ツ



で
は
不
法
行
為
責
任
の
場
面
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
（
輿
∪
｝
↓
ミ
＞
中

の
報
告
者
＝
き
の
■
8
譲
2
震
ω
の
報
告
参
照
）
、
日
本
で
は
契
約
上
の
義
務
内

容
と
解
す
る
判
例
も
見
ら
れ
る
（
福
島
地
裁
会
津
若
松
支
部
判
決
昭
和
四
六
年
七
月

七
日
判
例
時
報
六
三
六
号
三
四
頁
、
前
掲
札
幌
地
裁
判
決
。
説
明
義
務
の
法
的
位
置

づ
け
の
問
題
も
今
後
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
ち
な
み
に
唄
教
授
に
よ
れ
ば
、
説
明

義
務
が
不
法
行
為
の
み
な
ら
ず
、
契
約
上
の
義
務
の
内
容
と
も
解
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
（
唄
孝
一
・
医
事
法
学
へ
の
歩
み
一
一
頁
以
下
、
七
四
頁
以
下
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
O
・
四
・
二
九
）

医
療
契
約
の
法
的
性
質

一
〇
一

（
九
七
三
）


